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1 聞 き な し と翻訳
2 聞 き な し のjU界
3 鳥は人語号告発す る か
4 万物の声
1 聞 き な し と翻訳
人は、特定の烏のきまった声を，意昧のある百葉として間きとることがある。たとえば手も

























































何時もっけんが今日つけた。之は美濃郡 1 - 郡高鷲附近に行iまる hものである (5)。
「聞倣jと「翻訳jが，たがいに区別されていないことは明らかであろう。
間きなしを識訳と称するのは川口ひとりではない。}II村多実二が昭和 9年(1934)に行った
ru本学術協会総会に於け る通俗講演の要旨J が， 内田清之助 『烏』 に収録 さ れてい る 。 講演
の最後に川村は，烏の鳴き声を記緑する方法についてのべた。}II村は 6つの方法をあげている
が，そのひとつ「章句仮充法」は毘きなしのことである。
(5)章句似充法 意味のあ る短い主主七IFを充て h 模す方法で， 鷲の 「法法華経J 頬白 の








長「糊つけ下せ J . r撞楼着て奉公J。




areyou? 米国で'Wood Pewee と し 、ふ小鳥のをNow yousee, nowyoudid it , youdid
it 又 ヨ タ カ に近い一種でWhip poorwill , whippoor will 独逸で四 十雀の をSpitz die






ちなみにこのほかの記録方法には， (1)仮名字綴法， (2) 羅馬字綴法， (3) 音譜法， (4) 擬音法，
そして (6)蓄苦法があるという。(1) (2) と(6) は説明の必要はあ る ま い。(3) は ， (1)(2) では不







2 間 き な し の世界
毘きなしは，さがそうと思えばかなり古くまでさかのぼることができるO日本における間き
からす
なしをあつめ，その変遷を追った山口{fF英は， r万葉集』 のつ ぎの歌をあげてい る o ，鵠とふ
おほをそどりまさでよこく
大軽率烏の真実にも来まさぬ君を児ろ来とそ I!鳥く J o I カ ラ ス と い う 大あわて ものの鳥が，
本~にはおいでにならない君を， r君がお いでに な る』 と 鳴 く こ と よ J と い う 意の こ の歌は ，
鳥の声を「児ろ来Jと開きなしたところに妙味があると山口はいう (8)。





きなしは見つかる (lOLたとえば寒号虫という烏について， r 本草綱討J 巻48 に い う 。 ，gr 月 ，
いろと
毛は五色に采られ，自ら鳴いて『鳳風不如我jと円うが若し。冬に至り，毛落ちて烏の雛の如





ヨーロ yパにおいては. )II 田111員造 『曹』 に ヲ | く 諸例がお も し ろ い。 た と え ば フ ラ ン ス
雀が上昇するとき， PrieDieu! 日'ie Dieu!PrieDieu! (神さまに祈りなよ!神さまにネ斤り








り (sit yedown)J と さ えず り ， ウ ズ ラ は 「一杯お く れ， 一杯お く れ(wet mylips!
wetmylips!)J と 鳴 き ， ズア オ ア ト リ は 「地代を払え(pay yourr自nt)J と歌 っ た (I 3)。
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3 烏は人語を発す る か




f遠野物語』 は こ んな話をのせ る 。

































































室長は禽獣の声すべてを歌とはせずに， r驚は鷺， 蛙は蛙， をのが じ k 鳴戸の ， ぁ ゃ あ る を ，
それが歌とはいふ也Jとする (25)0 rぁゃあ る」 歌の イダIJ を聞 き な し に昆いだすのは， 幕末の歌
人，大隈吉道である。「鷲のささば鳴きは平語，ほけきゃうと音になくは歌ならむ。諸鳥砦し











今俗 Fほおほけきょ Jと云をは， r う 』 う く ひ』 と も き けば関ゆ る 也。 『すj と いひ F し 』
と云は鳥にも虫にも多し。然るを古歌に，うくひずとのみ烏のなくらんとよめるは，其名
に閣で「す』もじをも共になく声にき hなしたるなり (28L
ここにいう「聞なさる J，また「き』なしたる Jは，声を言葉で「うっす Jこと一般をさし
ている。現在の意味での聞きなしはその特殊例，恵味のある言葉で写したものということにな
ろう。





関語の音は鳥獣の声とおなじく， r人の正音」 ではな い と管長はい う 。 「外国の引 く 音， 曲る音，
つまる
急促昔， rんJ の音， r は』 の行の半濁音等は， 皆足れ不正の音に して， 入の正音に非ず。 鳥獣
























前者の見方では，烏の声を人のそれに写す必要はなし、。鴛でいえば， r ほ お ほ け き ょ J な ら
「ほおほけきょJとしか鳴かないはず、である。ここでは聞きなしは成立しなし、。聞きなしの例
はあっても，それは烏が実際にそう鳴いているのである。
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